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外
で
の
飼
育
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

事
前
の
問
合
せ
に
対
し
て
、
受
入
れ
が
困
難

な
こ
と
を
お
伝
え
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
平
時
か
ら
の
ペ
ッ
ト
の
し
つ
け

や
ケ
ー
ジ
の
準
備

な
ど
ペ
ッ
ト
避
難

の
ル
ー
ル
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、

屋
内
に
飼
育
ス

ペ
ー
ス
を
有
し
、

台
風
時
で
も
同
行

避
難
が
で
き
る
避

難
所
の
開
設
を
検

討
し
て
い
く
。

	

計
画
を
生
か
し
、
実
行
す
る
た
め
に
は
、

積
み
残
さ
れ
た
ハ
ー
ド
面
で
の
課
題
解
決
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

計
画
で
重
点
区
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

東
山
手
・
南
山
手
区
域
で
は
、
令
和
２
年
８

月
に
地
元
主
体
の
長
崎
居
留
地
歴
史
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
を
設
置
し
、
本
市
と
地
域
が
協

働
し
て
将
来
像
と
な
る
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
す
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
来
年

度
以
降
、
具
体
的
な
取
組
を
実
施
し
て
い
く
。

　
一
方
で
、
従
来
か
ら
の
課
題
が
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
、
重
点
区
域
周

自
民
創
生

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
を
生
か

す
た
め
の
課
題
の
解
決

問答

	

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
や
男
女

共
同
参
画
推
進
の
観
点
か
ら
、
市
の
申
請
書

等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
不
要
な
性
別
欄
を
な

く
す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

平
成
28
年
３
月
に
改
訂
し
た
「
第
２
次

長
崎
市
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
取
組
と
し
て
、
毎
年
度
、
性

別
記
載
欄
の
削
除
状
況
を
調
査
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
性
別
記
載
欄
を
廃
止
し
た
件
数

は
31
件
、
残
る
書
類
は
令
和
元
年
度
調
査
時

点
で
454
件
で
あ
る
。

　
法
律
に
準
じ
て
い
た
り
、
業
務
上
、
男
女

の
統
計
が
必
要
な
こ
と
も
あ
っ
て
廃
止
困
難

な
も
の
も
あ
る
が
、
今
後
、
完
全
な
廃
止
は

で
き
な
く
と
も
、
自
認
す
る
性
別
を
記
載
す

る
こ
と
を
可
と
し
た
り
、
任
意
記
入
の
方
法

も
加
え
る
な
ど
、
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ

う
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

	

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
が
で
き
る
避
難

所
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

	

ペ
ッ
ト
を
避
難
者
と
同
じ
居
住
ス
ペ
ー

ス
で
飼
育
管
理
す
る
同
伴
避
難
は
、
動
物
の

鳴
き
声
や
臭
い
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

人
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
認
め
て
い
な
い
が
、

ペ
ッ
ト
を
避
難
者
と
別
の
ス
ペ
ー
ス
で
飼
育

管
理
す
る
同
行
避
難
は
認
め
て
い
る
。
た
だ

し
、
台
風
第
10
号
の
際
は
、
暴
風
に
よ
り
屋

申
請
書
等
に
お
け
る
不
要
な
性
別
欄

の
削
除

問答災
害
時
の
ペ
ッ
ト
避
難
所

問答

辺
の
エ
リ
ア
を
含
ん
だ
広
い
視
点
で
、
関
係

部
局
と
綿
密
に
連
携
し
な
が
ら
積
み
残
さ
れ

た
地
域
課
題
の
解
決
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
…
地
域
に
お

け
る
固
有
の
歴
史
及
び
伝
統
を
反
映
し
た

人
々
の
活
動
や
建
造
物
を
守
り
育
て
、
次

世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
自
治
体
が
策
定
し
た
計
画
を
国
が

認
定
し
、
支
援
を
行
う
も
の
。

本
市
で
は
、
地
域
固
有
の
歴
史
を
背
景
に
、

居
留
地
文
化
や
町
人
文
化
な
ど
５
つ
の

テ
ー
マ
と
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
令
和
２
年

３
月
に
国
か
ら
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

	

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
当
た
り
、
教

員
へ
の
周
知
や
支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

	

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿
っ

た
授
業
改
善
を
行
う
と
い
う
視
点
で
様
々
な

研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
年
間
50
校
程

度
の
学
校
訪
問
の
中
で
授
業
を
参
観
し
、
管

理
職
や
授
業
を
行
っ
た
教
職
員
一
人
ひ
と
り

に
対
し
て
助
言
や
指
導
を
行
い
、
サ
ポ
ー
ト

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
力
向

上
や
道
徳
教
育
、
外
国
語
教
育
な
ど
の
研
究

校
を
指
定
し
、
研
究
会
で
の
指
導
助
言
を
行

い
、
先
進
的
な
取
組
の
成
果
を
全
て
の
学
校

で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の
要
望
に

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
う
教
員
へ

の
サ
ポ
ー
ト

問答

応
じ
て
校
内
研
修
へ
の
指
導
主
事
の
派
遣
を

行
っ
て
い
る
。

学
習
指
導
要
領
…
文
部
科
学
省
が
定
め
て

い
る
教
育
課
程
の
基
準
。
お
よ
そ
10
年
に

１
度
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
改
訂
で

は
、生
き
る
力
の
育
成
を
目
指
し
、資
質
・

能
力
を
３
つ
の
柱
「
知
識
・
技
能
」「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」「
学
び
に

向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
で
整
理
し
て
お

り
、
小
学
校
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
、
中

学
校
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ

れ
る
。

	

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
流
通
が
滞
っ
て
い
る

水
産
加
工
品
の
学
校
給
食
で
の
活
用
策
を
伺

い
た
い
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
外
食
産
業
で
水
産
物
や
水
産
加
工
品

の
需
要
が
減
少
し
、
生
産
者
や
加
工
業
者
等

の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
中
、

本
市
で
は
、
国
の
事
業
を
活
用
し
、
県
と
連

携
し
な
が
ら
、
在
庫
の
滞
留
が
生
じ
て
い
る

県
内
水
産
物
の
ブ
リ
、
マ
ダ
イ
、
ト
ラ
フ
グ

約
14
万
６
千
食
を
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て

提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

３
年
１
月
に
は
、
通
常
の
学
校
給
食
食
材
の

公

明

党

水
産
加
工
品
の
学
校
給
食
で
の
活
用
策

問答


